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平
成
28
年
度

大
和
村
の
方
針
は
？

総
合
戦
略
、
い
よ
い
よ
始
動
！

　
平
成
28
年
第
1
回
大
和
村
議
会
定
例
会
が
3
月
7
日
に
開
会
し
、

伊
集
院
幼
大
和
村
長
が
村
政
に
対
す
る
所
信
お
よ
び
施
政
方
針
を
申

し
述
べ
ま
し
た
。

　
本
誌
で
は
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
、
本
年
度
の
主
な
施
策
を
お
伝

え
し
ま
す
。
施
政
方
針
演
説
の
全
文
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。（
村
政
情
報
の
ペ
ー
ジ
か
ら
村
長
挨
拶
を
ク
リ
ッ
ク
）

　

今
年
度
は
、
平
成
28
年
２
月
に
策
定
し
た
、「
大

和
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

基
づ
き
各
種
施
策
を
実
施
し
て
い
く
年
度
で
あ
り

ま
す
。
大
和
村
の
総
合
戦
略
は
、
地
方
創
生
が
あ

る
か
ら
で
は
な
く
、
今
、
大
和
村
が
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
議
論
し
、
そ
れ
を
具
体
的
に
事
業
化
し
た
も

の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
大
和
村
の
総

合
戦
略
の
基
本
目
標
で
あ
る
、「
大
和
村
の
特
徴

を
活
か
し
た
働
き
が
い
の
あ
る
就
業
の
場
を
創
出

す
る
」、「
大
和
村
の
魅
力
を
発
揮
し
、
新
し
い
ひ

と
の
流
れ
を
つ
く
る
」、「
若
い
世
代
が
安
心
し
て

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
楽
し
め
る
環
境
を
つ
く

る
」、「
全
て
の
村
民
が
主
人
公
と
な
り
、
や
り
が

い
・
生
き
が
い
を
感
じ
る
地
域
を
つ
く
る
」
の
４

つ
の
基
本
目
標
に
少
し
で
も
近
づ
く
よ
う
努
力
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
村
も
、
大
型
事
業
の
実
施
等
に
よ
り
県
同
様

に
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
、「
自
然
と
共
生
し
、
安
心
し
て
住
み
よ
い

村
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
諸
施
策
を
推
進
し
て

参
り
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
つ
つ
、
村
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
第
一
に
、
県
と
の
人
事
交
流
を
行
う
な
ど
、

職
員
の
資
質
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的

な
行
政
を
進
め
る
た
め
、

（１） 

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
健
全
財
政
の
確
立

（２） 

観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

（３） 

農
林
水
産
業
の
振
興
に
よ
る
村
の
活
性
化

（４） 

子
育
て
支
援
お
よ
び
教
育
環
境
の
充
実

　
（５） 
道
路
交
通
網
、
情
報
通
信
網
、
生
活
環
境
の

　

整
備
促
進

（６） 

防
災
力
の
強
化
・
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
よ
る

　

安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り

（７） 

定
住
促
進
の
充
実
・
強
化
に
よ
る

      

人
口
減
少
対
策

　

以
上
、
７
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
予
算
編
成
を

行
い
ま
し
た
。

　

私
も
２
期
目
に
入
り
目
標
と
す
る
施
策
の
成
果

は
、
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
が
、
初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
本
村
の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
傾
注

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
も
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
効
率
的
な
予
算
執
行
の
も
と
で
、
所
期
の

目
的
を
達
成
す
べ
く
、
全
職
員
が
知
恵
を
出
し
合

い
、
村
民
が
主
役
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
、
村
民

と
と
も
に
夢
を
持
ち
、
大
和
の
名
の
と
お
り
、
大

き
く
和
す
る
、
明
る
く
心
豊
か
な
、
ま
ほ
ろ
ば
大

和
の
創
造
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
先
人
が
築
き
上
げ
た
功
績
を
守
り
な

が
ら
、「
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
」
を
継
承
し
、

後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
参
り

ま
す
と
共
に
、
大
和
村
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自

然
と
共
生
し
、
安
心
し
て
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」

を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

  

こ
れ
か
ら
も
、
村
政
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
村

民
の
立
場
に
立
っ
て
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
、
施

策
実
現
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
村
議
会
並
び
に
村
民
の
皆
様

方
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
施
政
方
針
と
い
た

し
ま
す
。     　

平
成
28
年
３
月
７
日　

　

大
和
村
長　
　

伊 

集 

院　

幼

　村民が主役であることを第一に、

村民とともに夢を持ち、

大和の名のとおり、大きく和する、

明るく心豊かな、まほろば大和の創造を

目指します。

大和村長 伊集院 幼

奄美ジャングルトレイルラン（2月14日開催）

主な施策

・行政事務全般における見直しを行う
・経費の節減合理化
・村税の適正課税と収納率の向上による自主財源の確保

行財政改革の推進による健全財政の確立

観光振興による交流人口の拡大

 ・奄美大島５市町村で夕日の見える観光地をつなぐ
ルート作り事業を実施

・ 奄美フォレストポリスの利用促進、経営の安定、 
利用者へのサービスの向上に努める

・湯湾岳展望台の整備に取り組む
・ NPO 法人等と連携協力して体験型観光を推進し
本村への滞在者の増加を図る

・ 村の PR のため、全国的なスポーツイベントである
 「ジャングルトレイル」等の開催を支援

・大和村の魅力を発信するため、交流自治体関係者や
メディア関係者を招待し観光客の誘致に努める

・観光ガイドブックや奄美満喫ツアー等で村の魅力を
PR し、交流人口の増加を図る

・観光大使第１号の城 南海さんを村の PR に活用する
・地域おこし協力隊を１名採用し、観光振興や情報    
　発信等に取り組む　　（10 ページで紹介しています）

観光大使の城南海さんと村長 夕暮れの国直海岸

行財政改革の推進による健全財政の確立
村民税 37,267 千円
固定資産税 33,503 千円
村たばこ税 5,922 千円
軽自動車税 4,798 千円
地方交付税 1,430,000 千円
村営住宅使用料 34,878 千円
村債借入れ 269,600 千円
公債費 410,337 千円

フォレストポリス管理委託料 7,920 千円
奄美群島観光物産協会負担金 1,427 千円
奄美満喫ツアー負担金 1,000 千円
観光誘致助成金 774 千円
地域おこし協力隊事業 2,418 千円
奄美空港ターミナルビル負担金 19,313 千円

観光振興による交流人口の拡大

新

新

新

は新規事業や拡充された事業を示しています。新
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子育て支援および教育環境の充実

・延長保育や土曜保育の実施、放課後児童クラブへの助成
・村単独の育児助成金を支給（６ページをご覧ください）
・乳幼児から高校卒業時まで医療費無料化
・学力対策協議会への助成を行い、基礎学力の定着や教職員の資
　質向上、児童生徒の体験活動による、生きる力の育成、学力の
　向上に努める

・児童生徒が郷土の自然や文化等にふれる体験活動を支援する
　「大和っ子スクール」を実施し、青少年の健全育成に努める

・防災センターを拠点として生涯学習を推進
・多くの村民が参加できるスポーツイベント等を開催し、村民の
　健康増進に努める

・伝統文化に対する意識を高め保存活動に努める
・本村の歴史や文化、文化財等を管理・保存する歴史民俗資料館
　の建設に向け調査を行う

道路交通網、情報通信網、生活環境の整備促進

・村道大棚名音線道路改良事業を継続実施
・集落排水事業とあわせ集落内の村道を整備
・村道川平線の道路改良事業を実施
・村道等の除草や路面補修等を行う
・宮古崎トンネルの早期完成へ向けて関係機関と連携
・大金久・戸円間のバイパス整備の早期着工に向けて
関係機関と連携

・村内の県道の全線を権限移譲により維持管理を行い
車両の安全通行、村内雇用の確保を図る

・大和橋および戸円橋の改修工事

道路交通網について

情報通信体系について

・光ケーブル高速通信網の整備について、近隣市町
　村と連携を図り、早期実現に向けて取り組む

・奄美 FM「広報やまとラジオ便」を活用し、生活　
情報や災害時の防災情報を提供する

・広報やまとの更なる充実、防災行政無線等による
広報活動、ホームページの改修、ＳＮＳ等を活用し
積極的な情報発信に努める 　

・農業集落排水事業により東部地区と中部地区の管　
路布設工事の早期完成を目指す

・ごみの分別収集を行い、資源ごみのリサイクル促進
を図り、ごみの減量化に努める

・ヤンバルトサカヤスデの駆除用薬品を一部有料で　
配布

・集落内のノラネコ対策として、全集落で TNR 事業
　※を実施し、集落周辺の衛生環境の整備に努める

・海岸漂着物回収事業を行い海浜環境の向上を図る

・自然保護思想の普及啓発に努める
・奄美群島の国立公園指定や世界自然遺産登録の早期
実現に向けて取り組む

・生態系への被害を防止するため、ノヤギの駆除を実
施

・ノイヌ、ノネコ対策に取り組む
・希少種の生息を脅かす外来種の駆除作業を行う
・傷病希少動物の保護や生態観察のための施設の整備
について検討を進める

生活環境の整備について

自然保護に関する取り組み

子育て支援および教育環境の充実 

放課後児童クラブ育成補助 1,800 千円
乳幼児医療費助成 1,500 千円
子ども医療費助成 1,500 千円
学力対策補助金 950 千円
スクールバス運行委託 12,000 千円
公民館費 14,158 千円
給食センター運営費 25,365 千円
村体育協会補助 4,740 千円

フォレストポリスで保育所合同遠足

※ TNR 事業とは、ノラネコの繁殖を防止するための事業で、ノラネコ
を捕獲し不妊手術を施した後、元の場所に戻すというもの。これによ
り一代限りの命となる。

まほろば館にて販売中！
村限定のスモモソフトクリーム

大型客船が寄港した際に物販車
「大和まほろば号」を出展

・ミカンコミバエの早期根絶に向けて、農家への支援
策を実施

・スモモ・タンカン栽培の有機質堆肥や 肥料、苗木の
助成

・防風樹としてアデクの苗木助成
・スモモの認証取得「K-GAP」を推進する
・実証・体験農園を研修・研究の場として活用し、農
業の担い手づくりに努める

・湯湾釜選果場を村で運営し、農家の手取り額アップ
と村内雇用の促進を図る

・名瀬中央青果市場への集出荷委託事業を継続し地場
消費の拡大や産地育成、農家所得の向上を図る

・現地視察等を実施し、栽培技術と生産意欲の向上を
図る

・大和まほろば館の運営を充実させ地産地消を推進
・農地の有効活用対策として耕作放棄地の所有者確認
や意向調査を実施

・農地利用集積円滑化団体による農地の再生利用や農
地中間管理機構への情報提供を実施

・農地の賃借・オーナー制度等について検討
・農業の多面的機能の維持・発揮のための地域活動や
営農活動に対しての支援

・大和まほろば館を情報発信拠点施設として、加工品
の販売促進を図る　

・特産品販売車「大和まほろば号」を村内外の各種イ
ベントへ出展させ特産品の PR を行う

・奄美群島観光物産協会や近隣市町村と連携を図り、
特産品の PR を行う

・交流自治体である神奈川県大和市や東京都板橋区に
おいても特産品の PR を行う

・イノシシ等による農地への侵入を防止するため、侵
入防護柵を整備

・猟友会と連携を図り、箱罠を活用するとともに緊急
捕獲活動支援事業を実施

・農家戸数の減少対策や休耕地の有効活用を図るため、
自治体による農業法人設立に向けて調査を行う

農業の振興について

・あまみ商工会への助成を行い、村内の商店に対す  
　る経営改善普及指導等を支援

・元気度アップポイント事業を継続実施し、村内商
　店の利用促進を図る

・連合青年団主催の「ひらとみ祭り」の助成、開催
　準備等の支援

・老朽化した板付舟の整備を行い、伝統の舟漕ぎ競
　争を支援

林業の振興について

・里山林総合対策事業（樹幹注入・枯損木の伐倒、
除去）を導入し、森林・景観の保全に努め、森林の
公益的機能増進を図る

・特用林産物であるシイタケやシキミの種駒、苗木、
肥料等の助成を実施し生産意欲の向上を図る

商工業の振興について

水産業の振興について

・漁場環境の整備などにより漁業収益の向上を図る
・サンゴ礁の多様性を維持し漁場環境保全を図る
・燃油購入の助成
・NPO 法人等と連携し、体験型観光事業を支援
・今里・名音の漁港施設の修繕や、災害発生時にお
ける港内土砂除去等を行う

農林水産業の振興による村の活性化

農林水産業の振興による村の活性化 
農業施設整備助成金 1,500 千円
堆肥助成金 1,750 千円
青年就農給付金事業 1,500 千円
大和まほろば館運営費 9,349 千円
湯湾釜選果場運営費 3,713 千円
ミカンコミバエ対策費 44,500 千円
里山林総合対策事業 4,425 千円
離島漁業再生支援事業 3,713 千円

新

新

新
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道路交通網、情報通信網、
生活環境の整備促進

大棚名音線改良事業 157,010 千円
川平線改良工事 42,010 千円
県道管理道路維持費 9,000 千円
橋梁補修事業 43,030 千円
あまみＦＭ管理委託 864 千円
農業集落排水事業
（東部地区） 93,000 千円

農業集落排水事業
（中部地区） 118,070 千円

奄美大島ねこ対策事業 4,061 千円

防災力の強化・高齢者福祉の充実による安全・安心な村づくり

・総合防災訓練の実施
・防災行政無線、緊急速報メール、衛星携帯電話等を
有効に活用できるように訓練を実施

・村内の携帯電話の不感地帯の解消に努める
・自主防災組織の訓練等を支援
・各集落の防災会館、公民館における災害備品等の配
備について検討

・大和村地域防災計画の見直し等を行い、災害に強い
村づくりに努める

・急傾斜地崩壊対策事業や高潮対策事業を推進
・治山事業を推進し、安全性の向上に努める
・各種検診受診の向上を図り、健康教育および訪問指
導の強化や健康づくりの意識の向上など、健康増　
進をサポートできる環境づくりに努める

・各集落で特定検診を行う
・介護予防教室やタラソ利用助成など健康増進活動　
を実施し、村民の介護予防意識の向上に努める

・訪問指導や健康相談等を充実し、健康意識を高める
・社会福祉協議会と連携し、高齢者等の生活支援在　
宅訪問サービス等の充実に努める

・老人クラブへの育成補助及び各種大会への参加を　
支援

・大和の園職員の資質向上のための研修等を行い、入
所者が受けたい介護福祉サービスを提供

・入所者の身体機能の現状維持や悪化防止を図るた　
め機能訓練等の充実に努める

・施設の老朽化のため、施設の移転等について検討
・地域支え合い活動を支援
・障害者等の行き場づくり事業を支援
・高齢者の自主的な健康づくりや社会参加活動を促　
す元気度アップポイント事業を推進　

・大和診療所医師を中心として医療施設の充実、院外
薬局の実施について取り組む

出産祝金 3,000 千円
育児助成金 3,480 千円
高校生通学バス助成 13,788 千円
今里親子留学助成 7,800 千円
新築住宅助成 1,000 千円
公営住宅修繕事業 21,244 千円
村営住宅建設事業 60,000 千円
空家改修事業助成 600 千円

常備消防費 90,743千円
非常備消防費 70,825千円
防災無線保守 1,944 千円
老人クラブ育成事業 1,123 千円
いきいきデイサービス事業 1,704 千円
高齢者元気度アップ
ポイント事業

850 千円

高齢者バス賃助成 2,160 千円
障害者行き場づくり事業 2,459 千円

定住促進の充実・強化による
人口減少対策

防災力の強化・高齢者福祉の
充実による安全・安心な村づくり

定住促進の充実・強化による人口減少対策

・高校生通学バスの全額助成、出産祝金、育児助成金、
新築住宅助成金、里親助成金、今里親子留学　助成
金等を交付

・単身者世帯向け定住促進住宅を新築
・空き家改修、公共用地への民間住宅建設を検討
・公営住宅の修繕等
・個人が行う空き家改修に対する助成
・婚活イベントを実施
・本村在住のＩターン者の意見交換の機会を設け、
定住促進の強化を図る

出産祝金
第 1 子 20 万円
第 2 子 30 万円

第 3 子以降 50 万円

育児助成金
0 歳～５歳児 1 人

につき 5,000 円／月

里親助成金
小中学生 1 人につき

3 万円 / 月

今里親子留学助成金
小中学生 1 人につき

5 万円 / 月
新築住宅助成金 100 万円

空き家改修助成金 上限 30 万円

歳入総額　性質別内訳

　歳入の中心を占める地方交付税は２千万円の減とな
りました。県支出金はミカンコミバエ対策費などのた
め１千４百７４万１千円の増となりました。
　繰入金は平成 28 年度単独事業の増加などにより
５千９百万の増額となりました。自主財源は繰入金の
増額などの影響により３千７百４０万１千円の増額と
なり、自主財源比率は 1.1％増の 14.9％となりました。

歳出総額　性質別内訳

　義務的経費は人件費や公債費の減額により
４千９百９４万８千円の減額となりました。投資的経
費は普通建設事業費（補助）が防災センター建設費の
減額などにより５千２百５５万５千円の減、普通建
設事業費（単独）が建設残土場工事や村営住宅建設
事業の増額などにより５千１百８６万５千円の増額
となりました。その他の経費についてはミカンコミ
バエ対策費や特別会計への操出金の増額などにより
１億１千５百３７万５千円の増額となりました。

一般会計歳出総額　目的別内訳　

依存財源　

自主財源　

15％

地方交付税 1,430,000 千円
（55％）

国庫支出金

295,310 千円
（11％）

村債
269,600 千円

（6％）

県支出金

167,311 千円

（10％）

その他 65,603 千円 （2％）

2,227,824 千円
85％

390,934 千円

繰入金
195,600 千円

（8％）

村税 81,490 千円 （3％）
使用料 50,950 千円（2％）

諸収入 40,258 千円
（2％）

その他
22,636 千円

（1％）

義務的経費　
1,051,945 千円

（40％）

投資的経費　
542,079 千円

（21％）

その他の経費
1,024,734 千円

（39％）

人件費
497,306 千円

（19％）

公債費

410,337 千円
（16％）

扶助費
144,302 千円

（6％）普通建設事業費

313,604 千円
（12％）

（補助）

普通
建設事業費
         （単独）

228,475 千円
（9％）

物件費

442,781 千円
（17％）

補助費
282,308 千円
（11％）

操出費ほか
299,645 千円

（11％）

総務費
446,076 千円

（17％）

民生費
366,617 千円

（14％）

土木費
536,690 千円

(20%)

公債費
410,337 千円

(16%)

　衛生費　255,099 千円（10％）農林水産業費 164,962 千円 (6％）　消防費 171,675 千円 (7％ )　

平成 28 年度 一般会計当初予算　概要

教育費 182,360 千円 (7%)　その他（議会費・商工費・予備費他 ) 84,942 千円 (3%)

２６億１８７５万８千円

出産祝い金の贈呈

村独自の定住促進助成金

新

新
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５
月
15
日
執
行
大
和
村
議
会
議
員
選
挙

新
議
員
８
人
の
顔
ぶ
れ
決
ま
る

勝山　浩平 182 票

前田　清和 168 票

奥田　忠廣 164 票

蔵　正 140 票

宮田　到 136 票

重信　安男 101 票

民　文忠 99 票

池田　幸一 92 票

勝　三千也 79 票

江﨑　貞信 51 票

無効投票 8 票

投票総数 1,220 票

当日有権者数 1,327 票

棄権者数 107 票

投票率 91.94％

　

任
期
満
了
に
伴
う
大
和
村
議
会
議

員
選
挙
の
投
票
が
５
月
15
日
に
行
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
新
議
員
８

人
の
顔
ぶ
れ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
に
は
定
数
８
人
に
対

し
、現
職
６
人
、新
人
4
人
が
立
候
補
。

投
票
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
村
内
５
カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、

投
票
率
は
91
・
94
％
と
、
前
回
投
票

率
を
0
・
32
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
村

民
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

開
票
は
午
後
８
時
か
ら
村
防
災
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
あ
ま
み
エ
フ
エ

ム
が
開
票
状
況
を
生
中
継
で
放
送
。

開
票
管
理
者
の
読
み
上
げ
る
選
挙
結

果
の
肉
声
が
村
内
各
家
庭
の
ラ
ジ
オ

か
ら
流
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
結
果
は
４
選
を
決
め
た
勝
山

浩
平
氏
が

182
票
を
獲
得
し
、
ト
ッ
プ

当
選
し
た
の
を
は
じ
め
、
現
職
６
人

全
員
が
再
選
を
、
新
人
２
名
が
初
当

選
を
果
た
し
ま
し
た
。
5
月
31
日
に

行
わ
れ
た
臨
時
議
会
に
お
い
て
議
長

に
勝
山
氏
、
副
議
長
に
民
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
当
選
さ
れ

た
８
人
の
新
議
員
の
み
な
さ
ん
が
村

民
の
代
表
と
し
て
活
躍
し
、
村
当
局

と
議
会
が
車
輪
の
両
輪
と
な
っ
て
村

勢
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

大和村議選開票結果

新議員の紹介

重し
げ
の
ぶ信

　
安や
す
お男

49
歳
・
自
営
業

初
当
選
・
大
和
浜

私
の
政
治
信
条
は「
成

せ
ば
成
る
」
の
精
神

で
事
に
あ
た
り
「
村

民
主
体
の
村
民
の
た

め
の
政
治
」
を
す
る

こ
と
で
す
。

蔵く
ら

　
正
た
だ
し

52
歳
・
農
業

当
選
３
・
湯
湾
釜

村
民
目
線
の
議
会
運

営
に
取
り
組
み
、
助

け
合
い
の
精
神
に
あ

ふ
れ
た
楽
し
い
地
域

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

勝か
つ
や
ま山

　
浩こ
う
へ
い平

41
歳
・
団
体
職
員

当
選
４
・
名
音

皆
さ
ん
の
声
を
も
っ

と
村
政
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
！
今
後

も
ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

前ま
え
だ田

　
清き
よ
か
ず和

47
歳
・
団
体
役
員

初
当
選
・
大
棚

安
心
・
安
全
な
住
み

よ
い
村
づ
く
り
、
ま

た
未
来
あ
る
大
和
村

発
展
の
為
に
誠
心
誠

意
働
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

奥お
く
だ田

　
忠た

だ
ひ
ろ廣

71
歳
・
団
体
役
員

当
選
11
・
大
和
浜

4
年
間
の
任
期
中
に
、

選
挙
公
約
実
現
の
た

め
に
、
す
べ
て
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

民た
み

　
文ふ
み
た
だ忠

61
歳
・
農
業

当
選
５
・
名
音

5
回
目
の
当
選
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
村
民
目
線
で
村

民
の
た
め
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

宮み
や
た田

　
到
い
た
る

67
歳
・
農
業

当
選
８
・
今
里

議
会
に
長
く
携
わ
れ

る
こ
と
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
初
心

を
忘
れ
ず
皆
様
の
声

を
届
け
る
よ
う
精
進

し
ま
す
。

池い
け
だ田

　
幸こ
う
い
ち一

80
歳
・
農
業

当
選
５
・
津
名
久

歴
史
と
文
化
を
誇
る

我
が
村
に
明
る
い
未

来
を
。
夢
が
持
て
る
、

活
力
あ
る
村
づ
く
り

に
全
力
投
球
。

　４月６日、村内 4 小学校において入学式があり、11 名の新入生が入学しました。

　元気に遊びたくさん学ぶ「大和っこ」を地域全体で見守っていきましょう！

入学式わくわく
ドキドキ

100た
い
へ
ん

　

よ
く
で
き
ま
し
た

写真提供：各小学校

名音小学校 久永 公人校長

勝
かつやま

山　洸
こ う た ろ う

太郎さん

川
かわした

下　　粋
いなせ

さん

小
お が わ

川　百
ゆ り こ

合子さん

大棚小学校 山口 美帆子校長

大和小学校 渡島 正広校長

小
お だ

田　勇
ゆうしん

心さん

小
お ば ま

浜　煌
こ う が

雅さん

久
く ぼ

保　勇
ゆ う ま

真さん

福
ふくやま

山　鈴
す ず ね

音さん

今里小学校 愛島 一校長

岡
おかもと

本　暢
よ お り

海さん

福
ふくもと

本　幸
こ う き

希さん

山
やました

下　慧
け い と

人さん

中
なかむら

村　由
ゆ か

香さん

議長

（得票数順）

副議長

特集②
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仲
な か そ ね

宗根　朋
ともゆき

之大和消防分駐所
沖縄県出身（22 歳）

田
た な か

中　俊
しゅんすけ

介会計課
思勝出身（22 歳）

賀
か が わ

川　明
あ り か

利香住民税務課
大棚出身（24 歳）

赤
あ か い

井　博
ひ ろ み

美大和保育所保育士
大金久出身（25 歳）

地
域
お
こ
し
に
助
っ
人
現
る

　

４
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
若
者
世
代
の
都
市
部
出
身
者
が
、
人
口
減
少

の
進
行
が
著
し
い
地
方
に
移
住
し
て
、
地
域
協
力
活
動
を
行
う
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
図
る
制
度
で
す
。
都
市
部
出
身
者
な

ら
で
は
の
能
力
や
経
歴
を
い
か
し
、
新
た
な
視
点
で
地
域
お
こ
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
奄
美
大
島

で
は
6
名
の
協
力
隊
が
赴
任
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
大
和
村
が
委
嘱
し
た
小こ
か
い海
も
も
子
さ
ん
は
、
新
潟
県
出
身
の
34
歳
。
加
計
呂
麻
島
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

奄
美
の
魅
力
の
と
り
こ
に
。
こ
れ
ま
で
出
版
社
な
ど
で
勤
務
さ
れ
、執
筆
、編
集
、広
報
、カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
の
経
験
の
持
ち
主
。

村
の
職
員
や
住
民
と
も
積
極
的
に
交
流
を
深
め
る
行
動
派
。
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
行
い
、
観
光
分
野
で
の
企
画
や
情
報
発

信
、
新
た
な
物
産
品
の
開
発
な
ど
の
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

才
さいはら

原　貴
たかひろ

大教育委員会
国直出身（30 歳）

小
こ か い

海　もも子

新潟県十日町市出身（34 歳）

安
やすはら

原　由
ゆ き こ

希子大和の園栄養士
奄美市出身（28 歳）

山
やまさき

﨑　拡
ひろむ総務企画課

大和浜出身（26 歳）

　

平
成
28
年
４
月
１
日
付
け
に
て
8
名
の
新
職
員
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

職
員
達
で
す
が
行
政
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
て
奮
闘
中
で
す
。
お
見
か
け
の

際
に
は
村
民
の
皆
様
か
ら
も
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
本
年

度
か
ら
大
和
村
初
の
女
性
管
理
職
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同
参
画
社

会
を
リ
ー
ド
す
る
女
性
職
員
の
模
範
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
村
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
職
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
職

員
一
同
が
一
丸
と
な
っ
て
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
規
採
用
職
員
8
名
の
紹
介

市
い ち き

来　竜
たつろう

郎

鹿児島県土木部都市計画課より派遣

富
とみ

　修
しゅういちろう

一郎

大島地区消防本部より派遣

人事交流職員のご紹介
　大和村では、行政の事務処理能力と技術の向上
を図るため、本年度から県と奄美市から職員 2 名
の派遣を依頼し、職員の指導に努めています。ま
た、研修を目的として村職員 2 名を大島支庁に派
遣しています。

国
直

村
上　

恵
子

湯
湾
釜

永
野　

豊

津
名
久

三
田　

文
麿

思
勝

永
野　

誠
光

大
和
浜

中
井　

良
二

大
棚

中
島　

秋
彦

大
金
久

田
中　

ま
る
み

戸
円

坂
元　

龍
馬

名
音

納　

教
芳

志
戸
勘

今
里

宮
田　

カ
シ
コ

　「大和村に住み始めて数日が経ちましたが、窓から見え
る山の豊かさや、目がさめるような海の青さに、慣れる
ことなく感動してばかりいます。こんな美しい大和村に
住むことができて、とても嬉しく感じています。

　私は奄美の、自然の豊かさ、人の優しさ、独自の文化
が好きです。また、伝統文化に根付いた、環境を壊さな
い持続可能な生活ができそうなところに希望を見出して
います。大和村の方々には祭事や農作業、海のこと、昔
のことなどいろいろ教えていただければと思っています。
見かけた時はお気軽にお声がけ下さい。今後ともよろし
くお願いいたします。」

地域おこし協力隊

事務嘱託員の紹介

　事務嘱託員（集落区長兼務）を平成 28 年 4 月
1 日付けで委嘱しました。任期は平成 30 年 3 月
31 日です。住民サービス向上のため行政と集落
民を結ぶパイプ役として期待されます。

Facebook にて奄美での日々の生活を紹介しています。
ぜひご覧ください！
www.facebook.com/wonder.amami/

Wonder Amami ワンダー奄美

「ワンダー奄美」で検索

または左のQRコードをご利用ください。

産業振興課
奄美市出身（40 歳） 重

し げ た

田　康
こ う じ

治
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健康診断を受けましょう 文／小川　信

やまとすももの会　
　やまとすももの会は、障害者が寄り合い手芸や手
作業を行い自立を支援するグループです。ボランテ
ィアの講師を迎え、長命草を使ったお菓子作りや、
廃校になった戸円小学校を利用して、ふきんやかご
などの製作に励んでいます。ふきんは人気商品の一
つ。布おむつ用の生地でできており吸水性が抜群！
製品はまほろば館で販売しています。写真のクラフ
トバンドで編むかごは、注文も受けつているそう。
詳しくは、事務局の保健福祉課 田中までご連絡く
ださい。電話：57-2218（直通）

日程 時間 会場 対象地区

女性検診 6 月 6 日（月）
8:30 ～ 9:00 大和村体育館 全地区

13:30 ～
14:30 在宅介護支援センター 全地区

特定・長寿健診

6 月 8 日（水）

通知書をご覧
ください。 各集落公民館

国直・湯湾釜
6 月 9 日（木） 津名久・思勝

6 月 10 日（金） 大金久・戸円
6 月 11 日（土） 大和浜
6 月 12 日（日） 大棚
6 月 13 日（月） 名音・志戸勘・今里

がん検診

6 月 23 日（木）

7:30 ～ 9:00 大和村体育館

湯湾釜・大金久・戸円
6 月 24 日（金） 名音・志戸勘・今里
6 月 25 日（土） 国直・大棚
6 月 26 日（日） 津名久・思勝・大和浜

結核検診

6 月 23 日（木）
通知書をご覧

ください。 各集落バス停留場等

湯湾釜・大金久・戸円
6 月 24 日（金） 名音・志戸勘・今里
6 月 25 日（土） 国直・大棚
6 月 26 日（日） 津名久・思勝・大和浜

　６月は各集落で健康診断（健診）が行われます。元気な方々も治療中
の方々も、是非お誘い合わせの上、受けてくださいね！受ける機会を逃
してしまった場合は、個別健診 / 検診がありますので保健福祉課までお
問い合わせください。　
　みなさんの中で「健康だから大丈夫」「病院に通っているから関係ない」

「忙しくて行く時間がない」なんて思っている方はいませんか？そんなあなたのために、今回は健診のメリッ
トについてお伝えしたいと思います。健診を受診した方の中で、全く異常のなかった人はわずか 3％だっ
たというデータがあります（兵庫県）。知らないうちに、あなたの身体も生活習慣病予備群になっているか
もしれません。また脳卒中や心筋梗塞で緊急入院した約 8 割が、健康診断未受診者でした（兵庫県）。健診
を受け、必要な治療を受けることにより脳卒中や心筋梗塞のリスクを減らすことができます。
　特定健康診査（特定健診）にて「積極的支援」「動機づけ支援」となった方々は、無料で保健師による食
事や運動の指導を受けられます。自分だけでは生活習慣を変えることは難しいので、専門職のサポートを
受けられる良いチャンスです。
　がん検診では、肺がん（レントゲン検査）、胃がん（胃透視）、大腸がん（便検査）、乳がん（レントゲン検査）、
子宮頚がん（細胞診検査）、前立腺がん（血液検査）があります。いずれも重要な検診ですが、特に大腸がん、
乳がん、子宮頚がんの検診は、研究により有効性が既に証明されています。
　ご存知の通り、医療費が国の財政に占める割合はだんだん大きくなってきています。健診へ行く人が増え、
みなさんが病気を予防できれば医療費を抑制でき、介護保険料の負担も減らすことができます。これから
の超高齢社会では、一人ひとりの健康が村を、さらには国を支えることになります。現在、医療費の自己
負担は国民健康保険も社会保険も、１～３割負担となっています。一方、健診 / 検診は負担がほとんど無
く血液検査、尿検査、心電図、レントゲンなど様々な検査を受けることができます。
　もし健診 / 検診で異常を指摘された際は、精密検査を受けて下さい。健診 / 検診を受けるだけでは健康
になれません。どこの医療機関を受診されても結構です。ご不明な点があれば診療所までご相談ください。

□問い合わせ先　保健福祉課　57-2218（直通）

　珍しい花があるから見においで！と誘われるがま
ま見学に訪れた、元田豊二さん（湯湾釜）の畑。そ
こには、長年栽培を続けてきた元田さんも驚きのテ
ッポウユリの姿がありました。この株は、二股に分
かれ、右手には 20、左手には 50 を超える花がつき、
重さで倒れないよう支柱で支えられています。帯化
と呼ばれる現象だそう。一株にもかかわらず花束の
ような豪華な姿で目を楽しませてくれました。

　元田さんが手塩にかけて育てた純白のユリは満開
を迎え、うっとりするような芳香が奄美の梅雨の始
まりを告げていました。

テッポウユリのブーケ！？

外来種問題ってなあに？
　3 月 27 日、奄美野生生物保護センターにて奄美マ
ングースバスターズ主催のイベント「奄美マングース
バスターズと一緒に奄美の野生生物と外来種問題につ
いて学ぼう」が開催。外来種の生体展示や、マングー
スの観察、探索犬の公開訓練などが行われました。外
来種であるマングース駆除には、罠のほか、マングー
スを見つけたり、フンをかぎ分けるよう特別に訓練さ
れた探索犬が活躍し、高い効果を上げています。

　主催者は、ハブの危険から野山に入って遊ぶ機会の
少ない奄美の子ども達に動植物に親しんでもらい、奄
美の自然環境について学ぶイベントをこれからも企画
していきたいと話していました。

第 59 回ナイターソフトボール大会

　第 59 回大和村ナイターソフトボール春季大会が 4
月 20 日に開催されました。A 級の決勝戦は、湯湾釜
チーム対大棚 A チームの対戦。大棚 A チームが 9 年
連続の栄冠に輝きました。

　B 級の決勝戦は、大和浜 A チーム対津名久チームの
対戦。両者乱打戦の末、決着がつかぬまま時間制限を
迎えました。じゃんけん総当たり戦で見事勝利をつか
んだのは津名久チームでした。

　最優秀選手は以下の通りです。

A 級：森田裕三さん（大棚 A）

B 級：稲元太士さん（津名久）

肺がん検診受信者は、結核検診対象外となります。
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満
１
歳
お
め
で
と
う

こせきの窓

人口　1,578 人（△ 24）
男　　　762 人（△ 15）
女　　　816 人（ △ 9）
世 帯　 868 戸（ △  2）

５月１日現在
（前年同月比）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

松
田　

正
（
湯
湾
釜
）

椛
山　

知
子
（
奄
美
市
）

ご
誕
生
お
め
で
と
う

藤
村　

樹う

か花
（
藤
村
雄
樹
・
大
棚
）

江
﨑　

弥
あ
ま
ね
（
江
﨑
敬
士
・
国
直
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

郁
島　

武
信　

様
（
93
歳
・
津
名
久
）

元
野　

サ
ツ
エ　

様
（
87
歳
・
志
戸
勘
）

森
田　

範
勝　

様
（
81
歳
・
大
棚
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

郁
島　

武
正　

様
（
故
郁
島
武
信
様
）

森
田　

園
枝　

様
（
故
森
田
範
勝
様
）

弓
削　

瑞
子　

様
（
故
弓
削
政
己
様
）

宮
﨑　

善
光　

様
（
故
宮
﨑
ク
ニ
子
様
）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

浜
崎　

哲
義　

様
（
川
崎
市
）

岡
崎　

昇　

様
（
島
根
県
）

玉
城　

政
和　

様
（
三
重
県
）

前
里　

静　

様
（
奄
美
市
）

広
報
誌
謝
礼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

御
領
園　

孝
俊　

様
（
奄
美
市
）

泉　

富
蔵　

様
（
神
奈
川
県
）

弓
削　

瑞
子　

様
（
奄
美
市
）

島島
のの

5
人
兄
弟
末
っ
子
の
お
て
ん
ば
さ
ん
。

み
ん
な
の
マ
ス
コ
ッ
ト
的
存
在
で
す
。

村
田
　
凛り

ん
ね花
さ
ん

保
護
者
・
村
田
卓
哉
さ
ん
（
今
里
）

い
つ
も
に
こ
に
こ
ス
マ
イ
ル
の
青
渚
く
ん
。

り
い
ふ
兄
ち
ゃ
ん
と
踊
る
の
が
だ
ー
い
す
き
！

上
村
　
青せ

な渚
さ
ん

保
護
者
・
上
村
太
一
さ
ん
（
大
和
浜
）

い
つ
だ
っ
て
大
好
き
な
マ
マ
と
一
緒
に
い
た
い
！

お
膝
の
上
で
こ
の
笑
顔
♪

上
村
　
彪ひ
ゅ
う
が雅
さ
ん

保
護
者
・
上
村
拓
三
さ
ん
（
湯
湾
釜
）

　

大
和
村
で
は
、平
成
28
年
度
に
新
規
に
起
業
さ
れ
た
方
（
団

体
・
N
P
O
含
む
）
が
融
資
を
受
け
る
際
に
生
じ
る
利
子
に

対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
大
和
村
役
場
産

業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

大
和
村
役
場
産
業
振
興
課　

　

電
話
：
５
７
│
２
１
５
３
（
直
通
）

　

奄
美
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症

に
関
心
を
お
持
ち
の
方
が
気
軽
に
集
い
合
え
る
「
や
す
ら

ぎ
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

□
日
時　

偶
数
月
の
第
一
土
曜
日　

13
時
半
～
15
時

□
場
所　

奄
美
病
院
研
修
セ
ン
タ
ー

□
参
加
費
用　

お
一
人
様
1
0
0
円

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　

電
話
：
５
２
│
０
０
３
４
（
西
牟
田
・
杉
本
）

　

国
立
・
県
営　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
以

下
の
コ
ー
ス
で
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
役

場
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
募
集
コ
ー
ス

　

①
パ
ソ
コ
ン
事
務
科
（
3
ヶ
月
コ
ー
ス
）

　

②
介
護
初
任
者
研
修
（
3
ヶ
月
コ
ー
ス
）

□
受
講
料　

無
料

□
募
集
期
間

　

平
成
28
年
6
月
1
日
～
24
日

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

大
和
村
役
場
保
健
福
祉
課　

　

電
話
：
５
７
│
２
２
１
８
（
直
通
）　

　

6
月
は
、
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。
梅
雨
に
入
り
、
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
大
雨
や

台
風
、
地
震
な
ど
に
よ
る
土
石
流
や
崖
崩
れ
等
の
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
と
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
す
、
土
砂

災
害
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
次
の
点
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

①
雨
の
降
り
方
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

②
土
砂
災
害
の
前
ぶ
れ
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

③
危
険
箇
所
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

④
避
難
場
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

⑤
逃
げ
方
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
点
に
注
意
し

て
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ハ
ブ
買
上
げ
時
の
受
入
れ
時
間
が
、
以
下
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

土
日
祝
日
や
夜
間
の
受
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ブ
が
活
発
に
活
動
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
夜

間
の
歩
行
や
、
草
む
ら
に
入
る
際
な
ど
は
、
特
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

□
受
入
曜
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
土
日
祝
日
除
く
）

□
受
入
時
間　

8
時
30
分
～
17
時
15
分
（
役
場
開
庁
時
間
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

大
和
村
役
場
住
民
税
務
課

　

電
話
：
５
７
│
２
１
２
７
（
直
通
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
父
母
と

も
い
な
い
家
庭
等
の
親
と
子
を
受
給
者
と
し
、
健
康
保
険
給
付
の
自

己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

□
所
得
制
限

　

父
ま
た
は
母
、
あ
る
い
は
養
育
し
て
い
る
方
の
所
得
に
制
限
が
あ

り
、
全
て
の
ひ
と
り
親
家
庭
が
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

□
適
用
除
外

　

生
活
保
護
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
等
に
該
当
す
る

方
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
、
助
成

対
象
者
が
「
中
学
校
修
了
前
」
か
ら
「
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
3
月
31
日
以
前
の
者
」（
高
校
修
了
前
）
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

登
録
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

大
和
村
役
場
保
健
福
祉
課　

　

電
話
：
５
７
│
２
２
１
８
（
直
通
）　

土
砂
災
害
防
止
月
間
に
つ
い
て

や
す
ら
ぎ
カ
フ
ェ
開
催
の
お
知
ら
せ

障
害
者
委
託
訓
練
生
の
募
集

！
土石流 がけ崩れ 地すべり

雨が降り続いているのに
川の水が減る

川の流れが濁り、
木が流れてくる

斜面から水がわき出る

小石が落ちてくる 地面にひび割れや
段差ができる

わき水が増える

土砂災害の前兆現象

身を守るのは 「早めの避難」

ハ
ブ
買
上
時
の
受
入
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

産
業
振
興
助
成
金
の
お
知
ら
せ

　

大
和
村
で
は
、
熊
本
地
震
に
対
す
る
義

援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
皆
様
か
ら
義
援
金
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。
引
き

続
き
、
６
月
30
日
ま
で
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

に
義
援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
現
在

で
も
被
災
地
で
は
復
旧
活
動
が
続
い
て

お
り
、
避
難
生
活
な
ど
大
変
な
状
況
で
生

活
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
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すももを再発見！

第 1 回まほろば すももフェスタ開催

　旬を迎えた大和村名産のすもも。皆様にもっともっと美味しく食べてほしい！そん
な思いから「第１回まほろばすももフェスタ」を開催します。村民による試食＆投票
で決定する「すももレシピコンテスト」やスムージー作り体験も！
　いつものすもも。だけどちょっと新しいすももの魅力を見つけに来てください！

　トラクター乗車体験もできるよ！

花の種を入れた種だんご作り
でどろ遊び♪

日時：6 月 19 日 日曜日
　　   10 時 ～ 15 時
場所：まほろば館

新鮮なすももや

野菜もたくさん！


